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学びを支える人材育成推進事業 

Ｈ29 予算額（H28） １，２５０千円（1,263 千円） 

 

 

1  ねらい 

「第 2 期仙台市教育振興基本計画」において施策として掲げられている「市民の生涯学習を支援す

るボランティアの育成と学びの還元の場の提供」及び「地域の学びを支える人材の育成」を基に，平

成28年度に引き続き人材育成機能の強化を図ることを目的とした研修事業の充実と体系化を進める。 

 

2  平成 29 年度事業の概要 

(1)  社会教育施設職員研修の実施 

市民センターをはじめとする社会教育施設職員等を対象に，社会の変化や市民のニーズに迅速か

つ柔軟に対応するとともに，積極的に市民，地域と連携を図ることができるよう，専門性やコーデ

ィネート力など，必要とされるスキルを身につける研修を実施する。 

※生涯学習基礎研修，生涯学習応用研修（現代的課題をテーマとした研修，スキルアップを目的

とした研修）等 

 

(2)  市民を対象とした研修 

   より多くの市民や団体等が学びの活動に参画できるよう，市民の学びを支えることを目指し，社

会教育施設や地域での学びの活動を支える人材の育成を進める。 

    ・地域コーディネートリーダー研修 

      ネットワークづくりや活動の事例紹介、情報交換などの研修を企画員と協働で行う。 

       ・託児ボランティア関連研修 

       養成講座、フォローアップ研修を実施する。 

・図書ボランティア関連研修 

 

(3)  市民と職員の合同の研修 

   学びを支える基盤充実の一環として，生涯学習に関わるボランティアと社会教育施設職員が共に

学ぶ場を設け，情報の共有やネットワーク構築を図る。 

   ※学びを支えるボランティアセミナー 

 

それぞれの研修について，受講者アンケート，講師の感想・評価等を踏まえながら，研修内容及び回数等

を検討していく。併せて，地域政策課，生涯学習課，学びの連携推進室，指定管理者等とも情報共有や協議

等を行っていく。 
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子ども参画型社会創造支援事業 

Ｈ29 予算額（H28） ２,０９５千円（2,113 千円） 

 

 

1  ねらい 

小学校中・高学年から高校生までの子どもたちが地域社会の構成員としての意識を育みながら成

長していくことを目指す。 

 

2  平成 29 年度事業の概要 

 (1)  各区中央市民センター実施事業 

各区中央市民センターが拠点となり，子どもたち自身が主体的に参画し、子どもならではの役割

と可能性を自由に発揮できる様々な取組を企画・実施する。 

○ 青葉区中央市民センター 

「Sendai Aoba Teens Club」 

   ○ 宮城野区中央市民センター 

「進め！みやぎのキッズもりあげ隊」 

   ○ 若林区中央市民センター 

「子どもボランティア事業・チャイルドボランティア「チャボ！」」 

   ○ 太白区中央市民センター 

「エフエムたいはくキッズ情報局」 

   ○ 泉区中央市民センター 

「アートフルいずみゆめ工房・子どもまちづくり企画室」 

 (2)  生涯学習支援センター実施事業 

事業担当者会(情報交換等)や各区中央市民センター及び地区市民センターで取り組んだ事業

の成果報告会，石巻市子どもセンターとの交流会の実施等の活動支援を通して，各区における取

組が円滑に進み，よりよい活動となるよう連絡調整を行う。 

また，本事業のエッセンスを取りまとめたリーフレットを作成し，地区市民センター等へ提供

したり，本事業の趣旨を普及させることをねらいとする研修会等を実施したりすることで，「子

ども参画型」の事業が広く展開されるようにする。 

 

3  これまでの取組 

本事業は，仙台市公民館運営審議会からの提案である「市民センターを拠点とした新しいまちづ

くりの提案－仙台プラン－」に対応する事業として，平成 23 年度から 25 年度までの 3 年間にわた

り第 1 期事業を実施した。第 1 期では，子どもたちがまちづくりに関わり，自分たちで企画したこ

とをやり遂げることで活動意欲が高まり，達成感や自己有用感を味わい自分づくりにも寄与するこ

とができた。 

平成 26 年度からは，第 1 期の成果と課題を踏まえ，平成 29 年度までの４年間を第 2 期として事

業を実施している。 
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若者社会参画型学習推進事業 

Ｈ29 予算額（H28） １，９８２千円（2,142 千円） 

 

 

1  ねらい 

若者の自分づくりを支援するとともに、地域に関わる活動への参加を通して、まちづくりの担い手

となる若者の力を育む。 

2  平成 29 年度事業の概要 

 (1)  各区中央市民センター実施事業 

若者が身近な地域をより良くすることに関心を持ち、自発的・主体的に関わりを持つきっかけ

となる講座等を実施する。 

   ○ 青葉区中央市民センター 

「若者によるまちづくり実践塾」 

   ○ 宮城野区中央市民センター 

「まいぷろ」（Miyaginoku for Young Program） 

   ○ 若林区中央市民センター 

「仙白園プロジェクト・人」 

   ○ 太白区中央市民センター 

「仙台学生ネットワーク事業「つながりんぐ」」 

   ○ 泉区中央市民センター 

「ＩＣＰ（Izumi Community Project）泉５大学まちづくり企画室」 

(2)  生涯学習支援センター実施事業 

   各区事業受講者を対象とした情報交換会や成果発表会を実施し，各区の事業内容の再確認・見直

しの機会を提供すると共に，受講者の参加意識の向上を図る。また，SNS を活用した当事業の広報

を、若者が主となって運営している事業者に委託することで、より効果的な広報を実施するととも

に，受講者の獲得を目指す。併せて，市民センターにおける本事業の普及・推進を図るため，区中

央市民センターが実践している本事業の成果と課題から重要なエッセンス及びノウハウを抽出し

て各市民センターにフィードバックするとともに，区中央市民センターの事業が円滑に進むように

後方支援を行う。 

 

3  これまでの取組 

平成 22 年度～平成 24 年度の第 1 期では，各区で，若者の自己肯定感を高めながら地域への関わり

を促す事業を企画・実施することにより，若者の地域づくりへの関心を一定程度高めることができた。 

  第 1 期の成果と課題を踏まえた上で，平成 25 年度から概ね 5 年間を目途に第 2 期として事業を継

続実施している。第 2 期では，地域づくりへの関心をさらに高めながら，若者が事業を通じて達成感

を味わうことにより，社会・地域に自発的・主体的に関わろうとする態度を身につけていくといった

学びのプロセスを重視すると同時に、世代間交流を促進しながら，高校生・専門学校生・大学生・社

会人等，参加者のすそ野を広げていき，第 1 期の成果をさらに発展させる取組を実施している。 
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住民参画・問題解決型学習推進事業 

Ｈ29 予算額（H28） １,９６９千円（2,012 千円） 

 

 

1 ねらい 

市民自らが地域課題に向き合い、住みよいまちづくりにともに取り組むことができるよう、各区中

央市民センターのコーディネートのもと，住民と市民センターの協働により，学識経験者等の専門家

の助言等を受けながら，地域課題を発見し，その課題解決に向けて取り組む実践的な事業を実施する。 

 

2  平成 29 年度事業の概要 

(1)  各区中央市民センター実施事業 

   ○青葉区中央市民センター 

地域元気クラブ 

○宮城野区中央市民センター 

地域の“絆”再生プロジェクト「地域づくり講座」 

   ○若林区中央市民センター 

わたしのふるさとプロジェクト 

   ○太白区中央市民センター 

おやこで体育の時間ｉｎたいはく 

   ○泉区中央市民センター  

ちいきいきいきプロジェクト 

(2)  生涯学習支援センター実施事業 

   本事業の方針を策定するとともに，各区における取組が円滑に進むよう連絡調整等にあたる。ま

た，住民協働による事業推進のため，本事業の成果及び課題を取りまとめて，市内の地区市民セン

ター等へ提供する。併せて，本事業の趣旨の普及をねらいとする研修会の実施やパンフレットの作

成を行う。 

 

3  これまでの取組 

本事業は仙台市公民館運営審議会からの提案である「市民センターを拠点とした新しいまちづくり

の提案―仙台プラン―」に対応する事業として，平成 23 年度から 25 年度までの 3 年間にわたり実施

してきた。人材育成事業については，中長期的視点から取り組む必要があることから，各区における

地域づくりを担う人材の発掘及び育成を一層推進していくため，平成 26 年度から 29 年度までの 4 年

間を目途に，第 2 期として本事業を実施しているところである。第 2 期においては，4 年間の成果と

課題を踏まえ，主に第 1 期の取組により抽出した学習過程ごとのエッセンスの普及を目指して事業を

実施している。 
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学びのまち仙台市民カレッジ事業 

Ｈ29 予算額（H28） １，３０３千円（1,147 千円） 

 

 

1 ねらい 

本市における生涯学習の支援拠点として，全市域の市民を対象に，社会ニーズや現代的課題に対応

した，専門的で質の高い学習の機会を創出することで，学びを通した市民力の育成を目指すとともに，

学習成果が地域や社会に還元されるような仕組みづくりを進める。 

 

2  平成 29 年度事業の概要 

(1)「地域づくり支援講座」 

市民を対象に，市内外における先進事例の紹介や視察，講演等からなる講座を企画・実施し，地域

づくりに必要な知識やスキルを習得するための，より専門的な学習機会を提供することにより，地域

づくりを牽引する人材を育成する。なお，平成 28年度に引き続き，身近な事例から学ぶ基礎講座（5

回）とスキルアップを目指す応用講座（5回）に分けて実施する。 

（2）「仙台再発見リレー講座」 

  市民を対象に，「わがまち仙台」をテーマとして，歴史，産業，食，文化，まちづくり等の視点か

ら学びを広げ，地域の魅力に改めて気づくとともに，今後の発展に自分なりの考えをもつことができ

るような講座を実施する。 

(3)「ライフマネジメント講座」（託児付き） 

子どもの就園・就学等の後に漠然と何かしたいと考えている女性を対象に，その後の人生の多様な

選択肢につながる学びや交流の場となるような講座を実施する。 

(4)「現代的課題講座」 

市民を対象に，現代的課題について考えを深めるための講座を実施する。 

(5)「市立高等学校教員による企画講座」 

仙台市立高等学校の教員が専門分野を生かし，市民向けの実学的な講座を企画・実施する。 

(6)「市民プロデュース講座」 

学びや専門性を活かせるような「知の還元の場」を目指して、地域づくり支援講座等で学んだ

受講生や仙台市内で活動する市民団体等に講座の企画・コーディネートを任せ，市民によるプロ

デュース講座を実施する。 

(7)生涯学習に係る連携・協力の推進 

中央教育審議会による答申（ネットワーク型行政の推進等）及び震災復興等の社会的要請，市民ニ

ーズの多様化などを踏まえ，大学等高等教育機関，民間企業，各種団体，行政各課等との連携・協力

の推進やそのあり方等について先進事例の収集や視察，有識者との意見交換などを実施する。 

 

3  これまでの取組 

平成 23 年度から 3年間にわたって実施した「地域づくり大学院」を前身として，平成 26年度に「地

域づくり支援講座」の 1講座で始まった。その後、講座のメニューを増やし、平成 28 年度は「地域

づくり」系統の 2講座と，「教養・キャリアアップ」系統の 3講座，計 5講座を実施した。  
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学習情報提供システム運営管理 

 

Ｈ29 予算額（H28） １６，０８７千円（16,310 千円） 

  

 

1  ねらい 

生涯学習支援センターと各市民センターを通信ネットワークで結ぶ「学習情報レファレンスシステ

ム」の運営管理等を行い、各市民センターが主催する講座や生涯学習に関する情報等をホームページ

等で提供・発信する。 

 

2  平成 29 年度事業の概要 

  生涯学習情報の充実と、情報発信の強化を目的として、平成 28 年度に更新した講師・団体サーク

ル情報データベースの拡大を図るとともに，その情報を各市民センターで行う学習相談の場で十分に

活用していく。 

また，生涯学習情報をはじめとする様々な情報を市民に発信するツールとして，市民センターホー

ムページをさらに充実させ、情報発信を強化していく。 

さらに、職員の研修体制の充実も図る。 

 

3  これまでの取組  

学習情報システムは的確な情報提供サービスの展開，効果的な市民の学習活動支援を目的として、

平成 12 年 3 月に運営をスタートし、生涯学習支援センターと市民センターをインターネット回線で結

んで，システムを利用した情報提供，学習相談を実施してきた。 

平成 26 年 11 月にシステム更新を行い，新しい「市民センターホームページ」の運用を開始。より

見やすく，わかりやすいデザインとなり，各市民センターが主催する講座情報も容易に検索できるよ

うになった。また，操作方法の簡略化によりホームページ制作にかかる職員の負担も軽減した。 

平成 28 年度は，システム更新のため停止していた講師・団体サークル情報のデータベースの整理

を行い，同時に新規の登録者，団体サークルを募集した。 
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地域資源活用事業 

 

Ｈ29 予算額（H28） ５８６千円（592 千円） 

  

 

1  ねらい 

地域情報発信サポーターを育成し、活用することで、生涯学習支援センター及び各市民センターが

持つ生涯学習情報や地域の情報を収集・整理し、広く市民に発信する。また、サポーターの活動を通

して、生涯学習や地域づくりに関心をもち、地域に携わる人材の発掘・育成を図る。 

 

2  平成 29 年度事業の概要 

現サポーターメンバーのスキルアップ等の支援をしながら、新たなサポーターを増やすことによっ

て、仙台のさまざまな地域で生涯学習支援センター発の地域情報発信サポーターが活躍する場面を作

ることを目的として下記事業を実施する。 

(1)「地域情報発信サポーター養成講座」 

市民を対象にサポーターとして地域情報の収集や発信をするボランティアを募集し、活動に必要な

基礎知識やスキルを学ぶ養成講座を実施する。 

（2）「地域情報発信サポータースキルアップ研修」 

  活動している地域情報発信サポーターを対象に，サポーターとして活動していく上で必要となるス

キルを学ぶ研修を実施する。 

(3)地域情報発信サポーター支援 

生涯学習支援センターにおいて、実施講座から誕生したサークルとして、サポーターの活動が円滑

にかつ活発に進むよう、後方支援を行う。 

 

3  これまでの取組 

平成 28 年度は「第１回地域情報発信サポーター養成講座（4 回講座）」を実施した。受講生 10 名

のうち 6 名が講座終了後サポーターとして活動を開始し、地域情報の収集やリーフレットを作成して

情報発信を行っている。 

当事業は、情報の発信と同時に、人と人のつながりや人材育成を目的としていることから、サポー

ターは個人としてではなく、「仙台おもしろ発見隊」というサークルとして活動している。平成 28 年

11 月の活動開始から既に 10 回以上のミーティングと取材活動を実施、サポーターメンバーと活動概

要を紹介するリーフレット（プレ号）を作成し、現在は第 1 号を作成中である。 

 


